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メー ジョー大学の試験ほ場を見学する

農林水産大臣表彰の伝達を受ける

橋本昌司氏（左 )

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
国
際
情
勢
で
は
、
Ｗ
Ｔ

Ｏ
農
業
交
渉
に
お
い
て
米
国
の
国

内
情
勢
や
主
要
国
の
思
惑
に
よ
り

め
ま
ぐ
る
し
く
動
い
た
結
果
、
多

く
の
課
題
を
積
み
残
し
た
ま
ま
年

を
越
し
ま
し
た
。
Ｆ
Ｔ
Ａ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ

の
動
向
と
と
も
に
我
が
国
農
業
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

都
市
農
業
を
巡
る
情
勢
は
、
昨

年
前
半
に
若
手
議
員
の
会
の
発
意

に
よ
り
大
き
な
議
論
と
な
り
ま
し

た
。
中
小
企
業
事
業
承
継
税
制
が

有
期
限
の
納
税
猶
予
方
式
で
検
討

さ
れ
て
い
る
と
の
情
報
の
な
か
で

納
税
猶
予
制
度
の
あ
り
方
に
ま
で

議
論
が
お
よ
び
ま
し
た
が
、
昨
年

決
定
し
た
自
民
党
税
制
調
査
会
に

お
い
て
未
公
開
株
式
の
評
価
額
の

80
％
部
分
に
つ
い
て
終
生
を
条
件

に
納
税
猶
予
を
行
う
こ
と
で
決
択

し
、
政
府
税
調
の
答
申
も
あ
わ
せ

て
、
相
続
税
強
化
の
方
向
で
検
討

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
農
地
政
策
に
つ
い
て
は
、
参

議
院
選
挙
の
結
果
も

踏
ま
え
て
地
方
の
声
に

も
十
分
配
慮
し
つ
つ
平

成
21
年
度
内
に
決
定

す
る
と
し
て
、
先
送
り

さ
れ
ま
し
た
が
、い
ま

だ
に
所
有
と
利
用
の

分
離
の
議
論
は
根
強

く
、
家
族
経
営
が
支
え
て
き
た
日
本

農
業
の
根
幹
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い

大
き
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
大
き
な
変
革
の
年
と
な

り
、
ま
た
農
業
委
員
統
一
改
選
の
年

で
も
あ
り
ま
す
。

東
京
農
業
躍
進
の
た
め
、
農
業

委
員
各
位
の
一
層
の
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

農
委
会
活
動
の
功
績
者
に
贈
ら

れ
る
農
林
水
産
大
臣
表
彰
者
に
今

年
度
は
橋
本
昌
司
氏
（
前
常
任
会

議
員
・
前
あ
き
る
野
市
農
業
委
員

会
長
）
が
選
ば
れ
、
こ
の
ほ
ど
都

農
林
水
産
部
内
田
副
参
事
か
ら
表

彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

氏
は
昭
和
55
年
４
月
に
旧
五
日

市
町
農
業
委
員
に
就
任
。
秋
川
市

と
の
合
併
の
際
に
は
会
長
と
し
て

地
域
を
ま
と
め
る
な
ど
先
頭
に

立
っ
て
農
地
の
保
全
や
地
域
農
業

学
農
学
部
で
は
、
タ
イ
農
業
の
概

要
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け

キ
ュ
ウ
リ
や
ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
試
験

圃
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

次
に
輸
出
向
け
に
野
菜
や
果
物

の
冷
凍
加
工
を
行
う
ラ
ン
ナ
・
ア

グ
ロ
社
を
訪
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
タ
イ
国
内
の
契
約
農

家
か
ら
仕
入
れ
た
エ
ダ
マ
メ
な
ど

の
野
菜
を
日
本
向
け
に
冷
凍
加
工

す
る
工
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

ま
た
、
メ
リ
ム
農
協
を
訪
問
し
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
大
豆
の
生
産
、
販

売
な
ど
に
つ
い
て
話
し
を
聞
い
た

ほ
か
、
パ
プ
リ
カ
を
生
産
す
る
組

合
員
の
ハ
ウ
ス
を
見
学
し
ま
し
た
。

新
年
に
あ
た
っ
て

東
京
都
農
業
会
議
会
長　

波
多
野 

重
雄

都
農
業
会
議
と
農
委
会
地
区

協
議
会
・
連
合
会
は
、
「
第
49

回
東
京
都
農
業
委
員
・
農
業
者

大
会
」
を
平
成
20
年
２
月
29
日

（
金
）
午
後
１
時
よ
り
昭
島
市

民
会
館
で
開
き
ま
す
。

大
会
で
は
「
東
京
農
業
の
確

立
に
関
す
る
要
望
」
お
よ
び
「
農

業
委
員
会
活
動
の
積
極
的
推

進
」
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

ま
た
、
記
念
行
事
と
し
て
、

第
47
回
企
業
的
農
業
経
営
顕

彰
、
第
27
回
農
業
後
継
者
顕
彰
、

第
34
回
農
委
会
等
功
労
者
表
彰

を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
今
年
度
は
農
業
委
員

統
一
改
選
の
年
に
あ
た
る
こ
と

か
ら
今
後
３
年
間
の
活
動
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

農
業
委
員
各
位
の
積
極
的
な

応
募
と
大
会
の
ご
参
加
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

の
振
興
に
尽
力
さ
れ
、
今
回
の
晴

れ
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
は

11
月
19
日
～
22
日
の
４
日
間
に
か

け
て
、
タ
イ
北
部
の
チ
ェ
ン
マ
イ

に
お
い
て
農
業
事
情
視
察
を
実
施

し
ま
し
た
。

最
初
に
訪
れ
た
メ
ー
ジ
ョ
ー
大

第
49
回
東
京
都
農
業
委
員
・
農
業
者
大
会
を
開
き
ま
す

農
林
大
臣
表
彰
に
あ
き
る
野
市
農
業
委
員
前
会
長 

橋
本
昌
司
氏

タ
イ
北
部
の
農
業
事
情
視
察
を
実
施東

京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
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全
国
農
業
会
議
所
は
、
11
月
28

日
に
九
段
会
館
に
て
「
全
国
農
業

委
員
会
会
長
代
表
者
集
会
」
を
開

き
、
都
内
か
ら
は
20
人
の
農
委
会

長
が
出
席
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、「
農
地
政
策
の
見
直

し
の
概
要
と
今
後
の
方
向
」
と
題

し
た
自
民
党
農
林
部
会
長
の
近
藤

基
彦
衆
議
院
議
員
に
よ
る
基
調
報

告
な
ど
に
引
き
続
き
、
決
議
に
つ

い
て
は
、
要
請
決
議
と
し
て
、
①

農
林
予
算
確
保
、
②
農
地
政
策
の

見
直
し
、
③
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
関

係
に
つ
い
て
を
、
申
し
合
わ
せ
決

議
に
つ
い
て
は
、
④
「
農
地
と
担

い
手
を
守
り
活
か
す
運
動
」
の
強

化
、
⑤
情
報
活
動
の
推
進
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
満
場
一
致
で
採
択

し
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
に
は
、
特
に
「
農

地
政
策
の
見
直
し
」
な
ど
を
柱
と

し
た
決
議
の
実
現
と
あ
わ
せ
都
市

農
業
の
振
興
に
向
け
、
波
多
野
会

長
は
、
農
林
水
産
省
幹
部
に
、
農

委
会
長
に
お
い
て
は
、
地
元
選
出

国
会
議
員
に
対
し
要
請
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
。

農
地
政
策
の
見
直
し
・
農
林
予
算
確
保
な
ど
採
択

　

決
議
の
実
現
・
都
市
農
業
振
興
に
向
け
要
請
活
動
実
施

全
国
農
業
委
員
会
会
長
代
表
者
集
会

運営委員長報告を述べる波多野会長

農
地
管
理
の
徹
底
な
ど
全
都
的
に
取
り
組
む

農
地
管
理
・
流
動
化
推
進
月
間
状
況

都
内
農
業
委
員
会
で
は
、
８
月

～
10
月
の
う
ち
１
ヶ
月
間
を
農
地

管
理
・
流
動
化
推
進
月
間
と
し
て
、

全
都
的
に
農
地
の
管
理
と
流
動
化

の
推
進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

農
地
の
管
理
で
は
、
多
く
の
区

市
に
お
い
て
、
生
産
緑
地
や
相
続

税
等
納
税
猶
予
制
度
適
用
農
地
を

中
心
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、

報
告
で
は
、
お
お
む
ね
良
好
に
耕

作
が
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
一
部

管
理
が
不
十
分
な
農
地
に
つ
い
て

は
、
口
頭
ま
た
は
文
書
な
ど
に
よ

る
指
導
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
７
市
の
農
委
会
で
は
、

農
地
の
管
理
基
準
な
ど
に
基
づ
き

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

瑞
穂
町
農
業
委
員
会
（
久
保
田

晴
利
会
長
）
で
は
、
農
振
農
用
地

を
中
心
に
未
耕
作
な
ど
の
農
地
に

つ
い
て
文
書
な
ど
に
よ
る
改
善
指

導
を
行
う
と
と
も
に
、
流
動
化
に

向
け
て
所
有
者
に
対
し
意
向
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

月
間
中
の
活
動
記
録
カ
ー
ド
に

つ
い
て
は
、
１
０
０
枚
を
超
え
る

活
用
が
さ
れ
て
い
る
農
業
委
員
会

が
あ
り
ま
し
た
。

農
業
者
年
金
制
度

推
進
研
究
会
開
く

東
京
都
農
業
会
議

都
農
業
会
議
は
、12
月
５
日
に
、

各
農
委
会
で
担
当
委
員
と
し
て
設

置
を
依
頼
し
て
い
る
農
業
者
年
金

加
入
推
進
員
な
ど
を
対
象
に
「
農

業
者
年
金
制
度
推
進
研
究
会
」
を

開
き
ま
し
た
。

加
入
推
進
員
な
ど
約
50
人
が

出
席
し
た
研
究
会
で
は
「
制
度

や
資
金
運
用
の
仕
組
み
」
に
つ
い

て
を
農
業
者
年
金
基
金
の
草
間

課
長
補
佐
が
説
明
を
し
、
講
演

で
は
、
フ
ァ
イ
ナ
ル
シ
ャ
ル
プ
ラ

ン
ナ
ー
の
遠
藤
吉
夫
氏
が
「
外
部

か
ら
見
た
農
業
者
年
金
の
評
価
」

に
つ
い
て
解
説
を
し
、
あ
ら
た
め

て
農
業
者
年
金
の
メ
リ
ッ
ト
や
他

制
度
と
の
比
較
に
よ
る
仕
組
み
の

特
長
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

第
８
回
常
任
会
議
員
会
議

平
成
19
年
11
月
16
日
に
開
催

し
、
状
況
は
次
の
と
お
り
。

議
事農

地
法
４
条
・
５
条
の
規

定
に
基
づ
く
知
事
諮
問
は
、
４

条
１
件
６
６
１
㎡
、
５
条
６
件

３
０
３
１
㎡
を
審
議
し
、許
可
相

当
と
答
申
す
る
旨
決
定
し
た
。

協
議①

第
47
回
企
業
的
農
業
経
営

顕
彰
事
業
受
賞
者
に
つ
い
て
農

業
会
議
会
長
賞
の
交
付
を
決
定

し
た
。
②
第
27
回
農
業
後
継
者

顕
彰
事
業
受
賞
者
に
つ
い
て
農

業
会
議
会
長
賞
の
交
付
を
決
定

し
た
。
さ
ら
に
①
②
と
も
特
に

優
秀
な
経
営
は
都
知
事
賞
お
よ

び
全
国
農
業
会
議
所
会
長
賞
の

交
付
申
請
を
す
る
こ
と
と
し
た
。

当
面
の
農
政
問
題
で
は
、
農

地
制
度
見
直
し
の
動
き
を
説
明

し
、
今
後
も
引
き
続
き
情
報
を

収
集
し
対
応
を
は
か
る
こ
と
と

し
た
。

ま
た
、
納
税
猶
予
適
正
化
協

議
会
の
状
況
を
説
明
し
、
本
制

度
の
適
切
な
執
行
が
は
か
ら
れ

る
よ
う
、
農
業
委
員
会
と
連
携

し
、
適
用
農
地
の
管
理
徹
底
を

は
か
る
こ
と
と
し
た
。

第
９
回
常
任
会
議
員
会
議

平
成
19
年
12
月
17
日
に
開
催

し
、
状
況
は
次
の
と
お
り
。

議
事農

地
法
４
条
・
５
条
の
規
定

に
基
づ
く
知
事
諮
問
は
４
条

１
件
１
７
４
㎡
、
５
条
２
件

４
２
８
㎡
を
審
議
し
、
許
可
相

当
と
答
申
す
る
旨
決
定
し
た
。

平
成
19
年
度
都
農
業
会
議
予

算
の
補
正
お
よ
び
平
成
19
年
度

東
京
都
農
業
会
議
職
員
給
与
の

改
定
に
つ
い
て
決
定
し
た
。

協
議①

第
49
回
都
農
業
委
員
・
農

業
者
大
会
開
催
要
領
を
決
定
し

た
。
②
農
地
制
度
の
見
直
し
に

つ
い
て
現
行
制
度
の
情
勢
と
問

題
点
お
よ
び
組
織
検
討
の
方
向

性
な
ど
を
説
明
し
、
今
後
は
地

区
別
検
討
会
な
ど
を
通
じ
各
農

委
会
の
意
見
を
集
約
し
東
京
意

見
を
と
り
ま
と
め
る
こ
と
と
し

た
。
③
第
20
回
農
業
委
員
統
一

選
挙
へ
の
適
切
な
対
応
に
つ
い

て
各
農
業
委
員
会
と
連
携
を
は

か
る
こ
と
と
し
た
。

当
面
の
農
政
問
題
で
は
、
地

方
分
権
の
規
制
緩
和
等
を
巡
る

動
き
と
平
成
20
年
度
税
制
改
正

に
つ
い
て
説
明
を
し
た
。

常

任

会

議

員

会

議

だ

よ

り
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都
農
業
会
議
は
「
都
民
に
理

解
と
支
援
を
得
る
農
業
経
営
と

農
業
委
員
会
活
動
」
と
題
し
、

11
月
21
日
に
、
国
分
寺
市
い
ず

み
ホ
ー
ル
に
て
「
農
業
委
員
会

活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
き
ま

し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
基
調
講
演
を

は
じ
め
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

中
心
に
５
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
と
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
（
左
記
よ
り
要
旨
）

基
調
講
演　

淵
野
雄
二
郎
氏

東
京
農
工
大
学
教
授
。
国
分
寺
市

農
業
委
員

「
都
民
が
期
待
す
る
農
業
経
営
と

農
業
委
員
会
の
活
動
」

都
市
農
地
は
そ
の
機
能
を
多
く

都
民
に
理
解
と
支
援
を
得
る

農
業
経
営
と
農
業
委
員
会
活
動
を
！

農
業
委
員
会
活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
く

基調講演とコーディネーターをつとめた

淵野雄二郎氏

中村忠夫氏 武井成浩氏

鈴木弘一氏

松本一宏氏

黒江真帆氏

の
人
が
認
識
し
は
じ
め
て
い
る
。

国
も
政
策
の
考
え
方
を
か
え
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
し
、
都
市
農

地
を
中
心
と
し
た
新
た
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
も
生
ま
れ
て
い
る
。

農
業
委
員
会
活
動
は
新
た
な
広

が
り
を
見
せ
て
お
り
、
農
地
を
介

在
と
し
た
様
々
な
取
り
組
み
を
支

援
・
提
案
し
て
い
け
る
の
は
農
業

委
員
会
と
い
う
組
織
だ
け
で
あ

り
、
期
待
も
大
き
い
で
あ
ろ
う
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
＝
淵
野
雄
二

郎
氏

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
＝
原
修
吉
氏
（
都

農
業
会
議
事
務
局
長
）

パ
ネ
リ
ス
ト　

武
井
成
浩
氏

杉
並
区
で
後
継
者
と
し
て
農
業

に
携
わ
る
。
体
験
農
園
を
開
設
し

自
宅
庭
を
住
民
に
開
放
。

体
験
農
園
は
安
定
的
な
経
営

が
見
込
め
る
と
思
い
は
じ
め
ま

し
た
。
当
初
か
ら
希
望
者
が
多

く
、
利
用
者
に
は
大
変
喜
ん
で

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
庭
の
開
放

は
、
意
図
し
て
で
は
な
く
自
然

な
形
で
は
じ
ま
っ
た
も
の
で
す
。

パ
ネ
リ
ス
ト　

中
村
忠
夫
氏

国
分
寺
市
農
業
委
員
。
バ
ラ
生

産
な
ど
に
取
り
組
み
、
そ
の
品
質

は
全
国
的
に
も
評
価
が
高
い
。　

　

国
分
寺
市
農
委
会
で
は
、
農
地

認
定
部
会
を
立
ち
上
げ
、
転
用
届

出
済
の
現
況
農
地
の
生
産
緑
地
追

加
指
定
の
実
現
に
向
け
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。
経
営
す
る
バ
ラ
園

で
は
、
多
く
の
人
が
公
園
の
よ
う

に
立
ち
よ
り
親
し
ん
で
い
ま
す
。

パ
ネ
リ
ス
ト　

鈴
木
弘
一
氏

町
田
市
農
業
委
員
。
露
地
野
菜

等
経
営
に
取
り
組
む
。

町
田
市
農
業
委
員
会
で
は
、
学

校
教
育
と
の
連
携
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
コ
メ
づ

く
り
親
子
体
験
を
は
じ
め
、
正
月

用
お
飾
り
づ
く
り
や
わ
ら
じ
づ
く

り
な
ど
の
指
導
に
農
業
委
員
が
あ

た
っ
て
い
ま
す
。
個
人
的
に
も
幼

稚
園
児
に
田
植
え
体
験
な
ど
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。

パ
ネ
リ
ス
ト　

松
本
一
宏
氏

稲
城
市
農
業
委
員
。
果
樹
栽
培

等
に
取
り
組
む
。

稲
城
市
農
委
会
で
は
、
認
定

農
業
者
の
育
成
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
学
校
教
育
と
の
連
携

活
動
と
し
て
今
年
は
じ
め
て
教

育
委
員
会
と
の
話
し
合
い
の
場

を
持
ち
ま
し
た
。
ま
た
、
給
食

で
特
産
の
ナ
シ
を
Ｐ
Ｒ
し
た
り
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園
利
用
者
に
講

習
会
を
開
く
な
ど
の
活
動
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

パ
ネ
リ
ス
ト　

黒
江
真
帆
氏

自
然
健
康
食
材
研
究
家
。
コ
ラ

ム
な
ど
で
「
食
善
」
を
提
案
す
る

な
ど
食
材
全
般
に
精
通
。

最
近
で
は
多
く
の
人
が
食
べ

も
の
を
口
に
す
る
ま
で
の
プ
ロ

セ
ス
を
知
ら
ず
、
消
費
者
へ
の

教
育
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
今
日
は
、
農
委
会
が
様
々

な
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。　
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都
農
業
会
議
と
都
農
業
経
営
者

ク
ラ
ブ
の
共
催
に
よ
り
、
こ
の
ほ

ど
立
川
市
の
ア
イ
ム
に
て
「
ト
ッ

プ
農
業
経
営
者
＆
認
定
農
業
者
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
き
、
認
定
農
業
者

や
ク
ラ
ブ
会
員
な
ど
約
１
３
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
食
環
境
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
で
あ
る
金
丸
弘
美
氏
が

「
地
産
地
消
の
広
が
り
と
東
京
農

業
」
を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

続
い
て
「
東
京
な
ら
で
は
の
地

産
地
消
型
農
業
経
営
」
を
テ
ー
マ

に
公
開
座
談
会
を
開
き
ま
し
た
。

金
丸
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

北
沢
部
長
（
都
農
業
会
議
）
を
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に

川
窪
光
一
氏
（
国
分
寺
産
直
会
会

長
）
、
越
塚
弘
氏
（
Ｊ
Ａ
東
京
ス

マ
イ
ル
江
戸
川
地
区
青
年
部
長
）
、

勝
沢
朝
子
氏
（
八
王
子
ぷ
り
ん
せ

す
マ
ー
ケ
ッ
ト
会
長
）
、
土
屋
清

氏
（
東
久
留
米
市
産
業
振
興
課
長
）

を
迎
え
、
地
産
地
消
と
経
営
確
立

を
ど
う
結
び
つ
け
る
か
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

「
地
産
地
消
と
東
京
農
業
」
を
テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー
開
く

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

東

京

都

農

業

会

議

基調講演で全国の取り組みを紹介する金丸氏

「
学
校
給
食
」
に
農
業
者
・
学

校
・
地
域
住
民
を
あ
げ
て
取
り

組
む
日
野
市
の
事
例
が
先
頭
を

飾
る
。
い
き
い
き
と
し
た
農
業

を
発
信
す
る
農
業
者
と
そ
れ
を

受
け
止
め
る
地
域
や
市
民
。　

『
市
民
の
交
流
・
共
生
、
ま
ち
づ

く
り
の
取
り
組
み
』
を
テ
ー
マ

に
編
集
さ
れ
た
「
農
の
あ
る
ま

ち
で
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
！
第
３
集
」

が
10
月
に
刊
行
さ
れ
た
。
第
１

部
で
は
日
野
市
の
ほ
か
荒
廃
地

の
有
効
利
用
や
地
場
農
産
物
に

こ
だ
わ
る
直
売
所
の
事
例
、
第

２
部
は
都
市
農
業
の
担
い
手
を

紹
介
。
第
３
部
に
は
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
よ
せ
ら
れ
て
い
る
。

元
気
な
都
市
農
業
を
描
い
た
必

読
の
書
。（
全
国
農
業
図
書
Ａ
４

版
36
頁
７
０
０
円
） 

本
の
紹
介

「
災
害
時
に
お
け
る
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

東

村

山

市

西

東

京

市

東
村
山
市
と
西
東
京
市
で
は
、

こ
の
ほ
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｊ
Ａ
東
京

み
ら
い
と
の
間
に
よ
る
災
害
時
に

お
け
る
協
力
に
関
す
る
協
定
が
結

ば
れ
ま
し
た
。

東
村
山
市
で
は
11
月
６
日
、
西

東
京
市
で
は
同
月
の
９
日
に
調
印

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

協
定
の
内
容
は
、
災
害
時
に

「
市
民
が
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

一
時
避
難
場
所
と
し
て
協
力
農
地

を
あ
っ
せ
ん
す
る
こ
と
」
や
「
必

要
な
生
鮮
食
料
品
を
調
達
す
る
こ

と
」
な
ど
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、

加
え
て
東
村
山
市
に
お
い
て
は

「
ト
ラ
ッ
ク
・
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど

の
機
材
の
提
供
」
、
「
災
害
用
井
戸

の
あ
っ
せ
ん
」
な
ど
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
Ｊ
Ａ
・
農
家
と
行
政

と
の
間
で
結
ば
れ
た
防
災
協
定

は
、
こ
れ
ま
で
都
内
で
は
あ
わ
せ

て
16
区
市
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
区

市
に
お
い
て
は
、
協
定
締
結
ま
で

に
、
農
業
委
員
会
が
橋
渡
し
の
役

目
を
担
う
な
ど
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

第
36
回
東
京
都
農
業
祭

開
か
れ
る

11
月
２
日
か
ら
３
日
に
か
け
て
、
明

治
神
宮
に
お
い
て
「
第
36
回
東
京
都
農

業
祭
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
開
会
式
に

は
、石
原
都
知
事
が
出
席
さ
れ
、
挨
拶

の
後
、都
内
農
産
物
の
品
評
会
の
会
場

な
ど
を
く
ま
な
く
見
学
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
祭
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
多
く

の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。　

2
・
4
（
月
）
組
織
・
活
動
研
①

2
・
6
（
水
）
農
委
会
活
動
研

2
・
8
（
金
）

　

認
定
農
業
者
の
集
い

2
・
12
（
火
）
組
織
・
活
動
研
②

2
・
15
（
金
）
第
11
回
常
任
会
議

2
・
29
（
金
）

　

第
49
回
農
委
・
農
業
者
大
会

3
・
7
（
金
）
主
任
職
員
協
議
会

3
・
17
（
月
）
通
常
総
会

◆
冬
期
地
区
別
検
討
会

1
・
18
（
金
）
島
し
ょ
地
区

1
・
22
（
火
）
北
多
摩
南
部

1
・
23
（
水
）
北
多
摩
西
部

1
・
24
（
木
）
北
多
摩
北
部

1
・
29
（
火
）
南
多
摩
地
区

1
・
30
（
水
）
区
内
地
区

1
・
31
（
木
）
西
多
摩
地
区

２
月
～
３
月
の
日
程

公開座談会では東京ならではの

地産地消について話し合われた

品評会会場で石原都知事を案内する

波多野会長

西東京市における調印式にて

（平成 19 年 11 月９日）

農
の
あ
る
ま
ち
で
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
！

第
３
集


